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古代アメリカ研究会 総会報告 
 
古代アメリカ研究会第 8 回総会議事録 
 
開催日時：2003 年 11 月 29 日（土）11：00～12：30 
開催場所：早稲田大学戸山キャンパス 36 号館 681 教室 
議長：横山玲子、書記：向井暁子 
 
 会員総数 146 名のうち、委任状提出者数 65 名、参加者

数 26 名であり、会員数の過半数が確認されたため議長よ

り総会成立が宣言された。会長挨拶の後、報告及び審議を

行った。 
 
１．事務報告 
 事務幹事より以下の報告がなされた。 
(1)2002 年度活動報告 
 2002年 6月 8日(土)に東海大学において役員会および第

7 回総会・研究発表会が開催され、2002 年 11 月 23 日(土)
に東京大学において役員会が行われた。また、会誌『古代

アメリカ』第 6 号および会報 12 号、13 号を発行した。 
(2)会員の入会・退会について 
 入会希望者 3 名（ ）、退会希

望者 2 名（ ）について、入会・退会を

承認した。 
(3)会員名簿の記載事項について 
 自宅の住所、電話番号を名簿に記載することに不安を覚

えるという意見が一部の会員から出されたため、会員名簿

の記載事項について役員会で検討した。その結果、今後は

自宅の住所・電話番号については会員に名簿への公開・非

公開を問うこと、大学等の研究機関に所属している場合は

その住所・電話番号・メールアドレスは原則として公開す

ることに決定した。 
(4)海外在住会員の総会委任状について 
 海外在住の会員については、「総会のお知らせ」の発送

から総会までのスケジュールによっては、総会委任状を郵

送しても間に合わないことがあり、問題になっていた。こ

れについて役員会で検討した結果、海外に在住する会員に

限って、電子メールをプリントアウトしたものを正式な総

会委任状として認めることに決定した。また今後は、国内

の会員についても、電子メールでの出欠票・委任状の受付

を検討していきたいと考えている。 
 
２．会誌『古代アメリカ』第 6 号編集報告 

編集委員より、『古代アメリカ』第 6 号発行について以

下の通り報告がなされた。 
第 6 号には論文 1 編、研究ノート 2 編が掲載された。「会

員の活動状況」は前号より更に充実した内容となっており、

第 7 号でも引き続き会員に投稿を呼びかけていく。 
質疑：会誌に関して、査読者に対する論文の採用・不採

用の連絡は行っているかという質問が出された。これに対

し編集委員より、採用・不採用の結果は発行された会誌を

見てわかるものと考えているため査読者に対する正式な

通知は行っていないが、編集委員会で必要と判断された場

合に限り、簡単な説明を行っているとの回答がなされた。 
 
３．2002 年度決算報告ならびに監査報告 
 事務幹事より 2002 年度の決算報告がなされ、続いて監

査委員より監査報告がなされた。本報告の内容は拍手をも

って承認された。 
 
４．「古代アメリカ学会」への名称変更について 
 会長より、学会への名称変更について次のように説明が

なされた。 
次の日本学術会議への登録申請は平成 17 年（20 期）で

あることを確認した。その要件である会則、3 年以上の活

動実績、年 1 回以上の刊行物の発行、年 1 回以上の総会・

研究発表会の開催、については満たしている。しかし会員

の 100 名以上が科学者（研究者）であるという要件は満た

していないと思われる。したがって関連諸分野の研究者の

入会を促進すると同時に、本会が南北アメリカ大陸の先史

学研究を行う最大の学術団体である点を考慮しても、現時

点で「学会」を名乗ることは意義があると思われる。した

がって会の名称を「古代アメリカ研究会」から「古代アメ

リカ学会」に変更することを提案する。 
この提案は、拍手をもって承認された。 

 
５．「会則改正についての役員会提案」について 
(1)会則改正の主旨 
会長より、会則改正の主旨説明がなされた。会則改正の

要点は、「研究会」から「学会」へ名称を変更すること、

総会の秋開催の定例化とそれに伴い会計年度をこれまで

の 4 月－3 月から 10 月－9 月に変更すること、新執行部が

新年度の会の活動を決定できるように新年度が始まる前

に役員選挙を郵送で行うこと、以上 3 点である。 
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(2)会則の変更案 
・会則の名称「古代アメリカ研究会会則」 
→「古代アメリカ学会会則」 

・第１条「本会は古代アメリカ研究会（中略）と称する」 
→「本会は古代アメリカ学会（中略）と称する」 

・第２条「本会は南北アメリカ先史学・考古学および／ま

たはその関連分野を研究する者に、その研究成果を発表す

る機会を与え、活発な意見・情報の交換を通して互いの研

究の深化と知見の拡大をはかり、日本におけるアメリカ先

史学・考古学研究の発展に寄与することを目的とする。」 
→「本会は南北アメリカ先史学・考古学および／または

その関連分野を研究する者が、活発な意見・情報の交換を

通して互いの研究の深化と知見の拡大をはかり、日本にお

ける当該研究の発展に寄与することを目的とする。」 
・第３条第２項「研究会会誌（以下、『会誌』という）お

よび研究会会報（以下、『会報』という）の発行」 
 →「会誌および会報の発行」 
・第６条第２項、第６項の「『会誌』」 
 →「会誌」 
・第６条第４項、第５項の「『会報』」 
 →「会報」 
・第８条第１項、第２項の「『会誌』」 
 →「会誌」 
・第１３条第１項「会長、代表幹事、事務幹事および監査

委員は、総会において、出席者の投票により選出するもの

とする。」 
 →「会長、代表幹事および監査委員は、会員の投票によ

り選出するものとする。」 
・第１３条第２項「運営委員およびその担当会務は、会長

がこれを任命するものとする。」 
 →「事務幹事、運営委員およびその担当会務は、会長が

これを任命するものとする。」 
・「第１項の投票による選出については、別に選挙管理規

程を定めるものとする。」 
→この条文を、新たに第１３条第３項として設置する。 

・第１４条第４項の「『会誌』の編集、『会報』の編集」 
 →「会誌の編集、会報の編集」 
・第１７条第３項「総会の議長・書記は役員の中から選出

するものとする。」 
 →「議長・議事録署名人は総会において会員の中から選

出するものとする。」 
・第２１条の「『会誌』」 
 →「会誌」 
・第２３条「本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、

翌年３月３１日に終わるものとする。」 

 →「本会の会計年度は、毎年１０月１日に始まり、翌年

９月３０日に終わるものとする。」 
・付則「この改正は、２００３年１１月２９日から施行す

る。」 
 →この条文を、新たに付則の最後に設置する。 
(3)審議 
会員より、次の３点について提案が出された。 

・第２条、第５条の「および／または」を「ならびに」と

変更する。 
・会則の冒頭右上に、制定および改定の日付を記載する。 
・付則の「この改正は」を「この会則は」に変更する。 
この３つの提案は、拍手をもって承認された。 
 会長より、会計年度の変更に伴い、現行の役員の任期を

2004 年 9 月 30 日まで延長することが提案された。この提

案は拍手をもって承認された。 
(4)採決 
 「会則改正についての役員改定案」、および審議の際に

会員から出された会則の変更案について採決を行った結

果、賛成 26、反対 0、棄権 0 で会則改正に関するこれらの

案は承認された。 
 
６．2003 年度大会予算 
 大会実行委員長の寺崎委員より 2003 年度大会予算案が

提示され、拍手をもって承認された。また、今大会は発表

者が多く、レジュメの枚数増加により印刷費が予想を大幅

に上回ったため、来年度以降は状況によっては会員からの

レジュメ代の徴収を検討する必要があるとの説明がなさ

れた。 
 

７．2003-2004 年 9 月予算案 
 事務幹事より 2003-2004 年 9 月予算案が提示され、拍

手をもって承認された。 
 

８．「選挙管理規程」について 
 代表幹事より、かねてより必要性が指摘されていた選挙

管理規程が提示された。内容の細部に関しては役員会に任

せ、役員会はその詳細を会報 15 号で知らせ、その後、改

定を加えていくことが提案された。採決の結果、賛成 26、
反対 0、棄権 0 で、この提案は承認された。 
 
９．その他 

(1)HP について 
 広報委員より、役員会で決定した次の 2 点について承認

が求められた。①現在の HP のサーバーを日本のサーバー

に変更し、それに伴い、12 月中をめどに現在の HP を新
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しい形式に変更すること、②掲示板を削除すること。この

2 点は拍手をもって承認された。 
 

 
 古代アメリカ研究会 第８回研究発表会 

 
第 8 回総会後、下記の 14 組の方々から最新の研究成

果・調査速報を発表して頂きました。発表者と発表題目は

次の通りです。なお、発表内容は当日配布された『古代ア

メリカ研究会第 8 回研究発表会レジュメ』に掲載されてお

ります。 
 
研究発表： 
１．「古代メソアメリカとワシャクトゥンにおける歯牙変

工の様相」 
        多々良穣（東北学院榴ヶ岡高等学校） 
２．「エクアドル・トメバンバ西方域におけるインカ国家：

ムユプンゴ・プロジェクトの流れと問題点」                                      

大平秀一（東海大学） 
調査速報： 
３．「コパン考古学プロジェクトの調査速報」 
  メルビン・フエンテス（コパン考古学プロジェクト・

考古学アシスタント） 
４．「グアテマラ太平洋沿岸地域最古の定住村落の生業と

手工業生産及び古典期マヤ文明の建設途中の神殿：サ

ン・ヘロニモ遺跡複合及びアグアテカ遺跡出土石器の

高倍率の金属顕微鏡による使用痕分析の成果を中心

に」 
青山和夫（茨城大学） 

５．「ニカラグア共和国チョンタレス県の先スペイン期遺

跡」 
長谷川悦夫（埼玉大学） 

６．「月のピラミッド出土の埋葬体について」 
杉山三郎（愛知県立大学） 

７．「月のピラミッド出土の土器について」 
佐藤悦夫（富山国際大学） 

８．「テオティワカン遺跡、居住空間における測量調査」 
古賀優子（愛知県立大学大学院） 

９．「先史アンデス社会における文明形成プロセスの解明」 
加藤泰建（埼玉大学） 

１０．「カハマルカ盆地の一般調査」         
関雄二（国立民族学博物館）・フアン・ウガス（ペルー国

立シパン王墓博物館） 
１１．「形成期神殿リモンカルロの発掘調査」 

坂井正人（山形大学） 
１２．「ラス・ワカス遺跡 2003 年度発掘調査」 

鶴見英成（東京大学大学院） 
１３．「ペルー、ヤンガヌーコ遺跡の発掘調査」 

松本亮三・横山玲子（東海大学） 
１４．「インカ道再考―ペルー北部高地の事例より―」 

渡部森哉（日本学術振興会特別研究員） 

 
 

 会則・付則の変更 
 
会則・付則の変更 
 下線部が変更部分です。 
 
（１）会則の変更 
会則の名称：古代アメリカ学会 
会則の冒頭右上に、制定および改定の日付を記載する： 

制定 １９９７年 ４月 １日 
改定 ２０００年 ５月２７日 
   ２００１年 ６月１６日 
   ２００３年１１月２９日 

第１条（名称） 
 本会は古代アメリカ学会（英語名 Japan 

Society for Studies of Ancient America、西

語名 Sociedad Japonesa de Estudios sobre 
la América Antigua）と称する。 

 
第２条（目的） 

 本会は南北アメリカ先史学・考古学ならび

にその関連分野を研究する者が、活発な意

見・情報の交換を通して互いの研究の深化と

知見の拡大をはかり、日本における当該研究

の発展に寄与することを目的とする。 
 

第３条（事業） 
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（二）会誌および会報の発行 
 
第５条（資格） 

 本会の会員は、南北アメリカ先史学・考古

学ならびにその関連分野を研究し、かつ本会

の目的および事業の趣旨に賛同する者で、役

員会が入会を承認した者とする。 
 
第６条（権利） 

（二）会誌に投稿する権利 
（四）会報の配布を受ける権利 
（五）会報に情報・連絡事項を掲載すること

を要請する権利 
（六）会誌の配布を受ける権利 

 
第８条（機関誌の配布等） 

  会誌の配布は、第６条、及び本条２項に

よる他は、有償とする。会誌の頒価は発行

の都度、役員会にて決定するものとする。 
２ 研究機関等に対する会誌の配布は、その

送付先の選定、送付方法など全て役員会の

判断で行うものとする。 
 
第１３条（役員の選出） 

会長、代表幹事および監査委員は、会員の

投票により選出するものとする。 
２   事務幹事、運営委員およびその担当会務は、

会長がこれを任命するものとする。 
３   第１項の投票による選出については、別に選

挙管理規定を定めるものとする。 
 
第１４条（役員の職務） 

４  運営委員は別に定める会費の徴収と資産の管

理を行なう会計、会誌の編集、会報の編集、会

の活動の広報、研究会開催等の会務を執行する

ため、各々の会務に必要な人数を担当として置

き、会の運営・活動に関する職務を遂行するも

のとする。 
 
第１７条（総会の開催） 

３  総会の議長・議事録署名人は総会において会員

の中から選出するものとする。 
 
第２１条（資産） 

 本会の運営ならびに事業は、会員より徴収

した会費、会誌の売り上げなどの事業収入、

寄付等によって行うものとする。 
 
第２３条（会計年度） 

 本会の会計年度は、毎年１０月１日に始ま

り、翌年９月３０日に終わるものとする。 
 
（２）付則の変更 
３.  本会則は、１９９７年４月１日から施行する。 
   付則 
   この会則は、２０００年５月２７日から施行する。 
   付則 
   この会則は、２００１年６月１６日から施行する。 
            付則 
   この会則は、２００３年１１月２９日から施行する。 
 

 
古代アメリカ学会 選挙管理規定案 

 
古代アメリカ学会選挙管理規程案 

（制定 2003 年 11 月 29 日） 
 

第 1 章  総 則 
 
第 1 条（本規程の目的） 
 この規程（以下、「本規程」と称する。）は、事務幹事な

らびに運営委員を除く古代アメリカ学会（以下、「本学会」

と称する。）役員およびその他の役職者の選挙について定

める。 

 
第 2 条（選挙事務の管理および総括） 
（一） 本規程が適用される選挙に関する事務は、選挙管

理委員会（以下、「本委員会」と称する。）が管理

する。 
（二） 本学会会長は、選挙に関する事務について、本委

員会を統括する。 
 
第 3 条（本委員会の構成ならびに運営） 
（一）本委員会は、3 名以上 5 名以内の委員をもって組織
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する。 
（二）本委員会の委員は、本学会会員の中から、役員会の

議を経て、本学会会長が委嘱する。ただし、本委員

会の委員は、現行の役員が過半数を超えないものと

する。 
（三） 本委員会に欠員が生じた場合、第 3 条 2 項によっ

て、委員を補充する。 
（四） 本委員会における委員の任期は、新役員会の成立

から、当該役員会の任期満了までとする。 
（五） 本委員会委員長は、本委員会委員の中から互選す

る。 
（六） 本委員会委員長は、本委員会を代表し、その事務

を総括する。 
（七） 本委員会の会議は、その半数以上の出席がなけれ

ば開くことができない。 
（八） 本委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可

否同数のときは、委員長の決するところによる。 
（九） 本委員会の庶務は、事務局において行う。 
（十） 前各項に定めるもののほか、本委員会の運営に関

し、必要な事項は本委員会が定める。 
 

第 2 章  選挙権および被選挙権 
 
第 4 条（選挙権および選挙権を有しない者） 
（一） 本学会会員は、役員の選挙権を有する。 
（二） 選挙名簿が公示されたのちに、会員の資格を得た

者は、当該選挙に関して、選挙権を有しない。 
 
第 5 条（被選挙権および被選挙権を有しない者） 
（一） 本学会会員は、役員の被選挙権を有する。 
（二） 選挙名簿が公示されたのちに、会員の資格を得た

者は、当該選挙に関して、被選挙権を有しない。 
 

第 3 章  選挙名簿 
 
第 6 条（選挙名簿の公表） 
（一） 本委員会は、役員選挙期間の開始の 3 ヶ月前に当

該選挙のための選挙名簿を公表しなければなら

ない。同一選挙を通じて、ひとつの名簿とする。 
（二） 本委員会は選挙名簿を保管する。 
 
第 7 条（選挙名簿の様式等） 
（一） 選挙名簿の様式は、本委員会が定める。 
（二） 選挙名簿には、氏名のみ記載する。但し、同姓同

名の場合は、本委員会が区別を明確にして記載す

る。 
 
第 8 条（選挙名簿の表示の訂正および確定） 
（一） 本学会会員は、選挙名簿に疑義がある場合には、

1 週間以内に文書で本委員会に訂正の申し出を行

うことができる。 
（二） 本委員会は、前項の申し出を受けたときには、そ

の申し出を受けた日から 2 週間以内に、これにつ

いて審議し、これを正当であると認めたときには、

これに関わる事項をただちに訂正し、選挙名簿を

確定するとともに、その旨を、その申し出人に通

知し、選挙名簿に記載された本学会会員全員に公

示しなければならない。 
 

第 4 章  選挙期日 
 
第 9 条（役員選挙） 
（一） 役員の任期満了による選挙は、役員の任期が満了

する日の 3 ヶ月以前に行うこととする。 
（二） 選挙期日の公示は、役員の任期が満了する日の、

少なくとも6ヶ月以前になされなければならない。 
 

第 5 章  投 票 
 
第 10 条（選挙の投票） 
 選挙は、規定の投票用紙の郵送によって、これを行う。 
 
第 11 条（投票の方法） 
（一） 投票は、一人一票に限るものとする。 
（二） 投票は、役職の種別ごとに、該当する人数を推挙

することによって行う。 
 
第 12 条（投票管理） 
（一） 本委員会は、投票管理を行う。 
（二） 本委員会は投票管理を行うため、役員を除く本学

会会員の中より管理者を選任することができる。 
 
第 13 条（投票場） 
 投票場（郵送宛先）は、本学会事務局、あるいは本委員

会の指定した場所に設ける。 
 
第 14 条（投票期間） 
 投票期間は、総会開催日の 3 ヶ月以前の 2 週間とする。 
 
第 15 条（投票用紙の交付および様式） 
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（一） 投票用紙は郵送によって交付する。 
（二） 投票用紙の交付は、第８条２項に定める選挙名簿

確定後ただちに行うものとし、第 9 条１項によっ

て定められた投票日の第 1 日の、少なくとも 1 週

間前に完了しなければならない。 
（三） 投票用紙の様式は、本委員会が定める。 
 
第 16 条（投票用紙の記載事項および投函） 
 選挙人は、第 15 条 2 項に定められた様式に従って投票

用紙に自書して、投函しなければならない。投票は、第 14
条に定める投票期間内の消印をもって有効とする。ただし、

本委員会の議を経て、投票日の第 1 日目以前にあっても、

投票を有効として認めることができる。 
 
第 17 条（投票録の作成等） 
 本委員会は、本学会会員の投票の有無を記載した投票録

を作成する。投票録は、本委員会委員長の署名をもって発

効する。 
 

第 6 章  開 票 
 
第 18 条（開票管理） 
 開票管理人は、本委員会委員がこれを兼務する。 
 
第 19 条（開票立会人） 
（一） 本委員会は、選挙の開票の公正を確保するために、

本学会会員中より2名の開票立会人を選任するこ

とができる。開票立会人を選任した場合には、開

票日の 2 週間前までに、本人に通知しなければな

らない。 
（二） 開票立会人は、正当な理由がなければ、これを辞

退することはできない。 
 
第 20 条（開票所の設置） 
 開票所は、本学会事務局、もしくは本委員会の指定した

場所に設ける。ただし、第 13 条に定める投票所以外の場

所に設置することはできない。 
 
第 21 条（開票日の公示と開票日） 
 本委員会はあらかじめ開票の場所、ならびにその日時を

投票期間と同時に公示しなければならない。 
 
第 22 条（開票） 
（一） 開票管理人は、開票立会人立会いの上、投票用紙

を開封し、投票を点検しなければならない。 

（二） 開票管理人は、投票の点検ならびに集計の終了を

もって、ただちにその結果を本委員会委員長に報

告しなければならない。 
 
第 23 条（無効投票） 
（一） 本規程が適用される選挙においては、次の投票を

行った場合はそのすべてを無効とする。 
イ、所定の用紙を用いていないもの。 

ロ、郵送以外の方法を用いたもの。 
ハ、名簿に記載された本学会会員以外の氏名を書い

たもの。 
ニ、候補者氏名記入欄以外の個所に候補者の氏名等

を記載したもの。 
（二） 以下の場合には、当該個所のみ無効とする。 

ホ、役職ごとに定められた人数を超えて候補者の

氏名を記載したもの。あるいは、同種・異種を問

わず、同一人の氏名を重複して記載したもの。た

だし、本号は当該部分にのみ適用され、投票全体

の無効とはならない。 
 
第 24 条（開票録の作成） 
 本委員会は、開票録を作成する。開票録は、本委員会委

員長の署名をもって発効する。 
 
第 25 条（投票用紙ならびに投票録および開票録の保管） 
 投票用紙は有効無効を区別し、投票録および開票録と併

せて、当該選挙による役員の任期が満了するまで、事務局

がこれを保管しなければならない。 
 

第 7 章  当選人 
 
第 26 条（役員選挙における当選人） 
（一） 役員選挙における有効投票において、本学会会則

に定める当該役職者の人数分を得票多数順に従

って当選人とし、1 週間以内に本人に通知しなけ

ればならない。 
（二） 役員選挙において当選人を定めるに当り得票数

が同じであるときは、本委員会委員長が開票立会

人立会いの下で、くじで定める。 
 
第 27 条（当選人の繰り上げ補充） 
 当選人が死亡、もしくは選挙権、被選挙権の喪失および

役員の職務を行うにつき障害等がある旨を本委員会に通

知した場合に、本委員会は本学会会長に報告し、当該役職

の当選人とならなかった者の中から、有効投票の得票多数
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会員からの投稿 
 
（１）史料紹介 
「アステカの史料を読む ―『テペチパン絵巻』を

例として―」 
井上幸孝（立命館大学言語教育センター） 

 
 かつてアステカ（問題のある用語だが、ここでは便宜上

これを用いる）の絵文書や先住民系記録文書は、ヨーロッ

パ人が残した記録文書と異なり、必ずしも歴史的事実を忠

実に再現していると見なされていなかった。19 世紀の

W・プレスコットの言葉を借りれば、先住民の歴史文書は

「光と影が交錯・融合し、あらゆるものが絵文字という不

透明な媒体を通してさらに歪んで見えがちである」と評価

された。 
20 世紀半ば頃には、A・M・ガリバイや M・レオン=ポ

ルティージャらがナワトル語史料の翻訳とその普及に力

を入れ、従来の見方を一変させた。前者は『ナワトル文学

史 Historia de la literatura náhuatl』、後者は『敗者の視

点 Visión de los vencidos』（邦訳は『インディオの挽歌』）

や『ナワトル哲学 La filosofía náhuatl』といった著作を

公刊し、アステカ社会が非文明的な世界でも、神話＝作り

話に満ちた世界でもないことを示そうとした。この頃の動

向を一言で表現するならば、先住民の文書が信頼できる史

料として注目されたということができるだろう。 
しかし、ここ数十年は、それらの史料に対して次第に厳

しい目が向けられるようになりつつある。つまり、従来の

「史料」とは、スペイン征服後に書かれたものであり、厳

密には同時代の史料ではないため、その内容を鵜呑みにす

ることはできないという見方である。換言すれば、本来、

歴史学では当たり前のはずの、必要な史料批判を経てこそ

史料として用いることができるということがようやく認

識されるようになってきている。 
このような見方に立てば、史料の中に事実を探すという

従来の方法だけでなく、史料に記された内容の食い違いや

「誤った」記述をもとにした新たな研究の方向性も見出さ

れる。すなわち、従来は「信頼できない」と評価された文

書もあらためて史料としての有効性を持つことになるの

である。ここでは、『テペチパン絵巻 Tira de Tepechpan』
に描かれたテノチティトラン創設の例を取り上げてみた

い。 
 
――― 
テペチパン（現在のメキシコ州テペスパン）は、征服時

にはアコルワカン＝テツココに従属するアルテペトルで

あった。ここで 16 世紀半ば～後半に作成された『テペチ

パン絵巻』は、6m 以上の横に長いアマテ紙に、左から右

へと時代が進む形で描かれた年代記（シゥポワリ）形式の

絵文書である。中央部には上段と下段を分けるようにして

年号が連続して描かれていて、1300 年頃から 1590 年頃

までの 300 年近い期間の歴史を記述の対象としている。 
上段には、1334 年にアルテペトルを創設した人物から

1584 年に任命された統治官（ゴベルナドール）までの少

なくとも 11 名が描かれている。中央部分の年号はこれら

の人物の死去や即位に合わせて色分けされており、歴代統

治者を軸としたテペチパンの歴史がこの絵文書の主要テ

ーマであったことがわかる。 
一方、年号よりも下の部分には歴代メシーカ人統治者が

描かれているが、下段をメシーカ史のみの叙述と判断する

のは早計である。15 世紀前半にはアスカポツァルコ王マ

シュトラのテペチパン侵略、征服後の時期には第二アウデ

ィエンシアの到着、ミシュトン戦争、副王の到来などが描

かれている。つまり、下段はテペチパンの歴史に関連した

外部の出来事を記録するためのスペースだった。 
下段に描かれた出来事は、テペチパンの歴史に正統性を

与えるために、作者によって巧みに利用されている。この

ことを示す一つの例が、下段に記されたテノチティトラン

創設の時期である。他の多くの史料では、2=家の年（西

暦に換算すると 1325 年の場合が多い）がテノチティトラ

ン創設の年号であり、1330 年代以降にこの出来事が起こ

ったとする史料は少数である。だが、『テペチパン絵巻』

ではずっと後の 1366～1369 年の箇所にこの出来事が描

かれている。この絵文書の 2=家の年は 1325 年に相当し、

もしこの場所にテノチティトラン創設が記されていれば

他の史料と一致することになる。にもかかわらず、『テペ

チパン絵巻』の作者は全く異なる年の出来事としてテノチ

ティトラン創設を描いた。なぜテノチティトラン創設の時

期が他の史料と大きく異なることになったのだろうか。注

目すべきは、テペチパンの創設が 11=兎の年（1334 年）

だということである。もし、テノチティトラン創設が他の

史料と同様に 2=家の年（1325 年）に記載されるとすれば、

テペチパン創設はテノチティトラン創設よりも 10 年ほど

遅いということになる。だが、この絵文書の作者は、テペ

チパンがテノチティトランよりも早い時期に創設された

ことを示そうとしてメシーカ人の歴史に操作を加えた。 
『テペチパン絵巻』の作成者は、テペチパン王家の正統








